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令和元年10月に、「AP学生モニターに対する聞き取り調査」を実施し、AP事業に関する学生の意見を聴取しました。学生への質問の一つである
「ためになったアクティブ・ラーニング科目」として、学生から声が挙がった中から、今回は「キャリアデザイン演習Ⅰ（共通教育科目　2年次後
期　芦谷宏子先生）」での、グループディスカッションや「Hi!step 」を使用した授業の様子をご紹介します。

この授業の概要は、「社会にはどんな仕事があるのか、自分はどんな働き方をしたいのか、個人ワークやグループディスカッションからプレゼンテ
ーションを通して社会を理解します。「知る」「考える」「伝える」力を身につけます。目標を実現するためのキャリア意識を醸成します。（シラ
バスより）」です。

前回までの授業では、3週連続324名の履修生の前で、全30グルーブの発表会を実施しました。その結果と振り返りを「Hi!step」の「マイアルバ
ム」へ記録しました。「マイアルバム」には日々の学修活動や課外・学外活動など、自分自身の体験・経験を記録できます。就職活動時期になる
と、一人ひとり興味を持った企業研究が重要となります。この授業では、2年生の段階から企業研究の方法を知り、キャリア選択に活かす準備をす
ることができます。

また、総括・副総括・書記・図書館検索・パワーポイントのデザイン・発表原稿担当などそれぞれの役割に分かれて活動してきたグループワークの
まとめとして、図書館での検索方法の共有や、これまでの感想、社会人になるときに必要な能力を理解した上で今後の学生生活で何をしていけば良
いかなどを発表しあいました。そして、頑張っていたメンバー一人ひとりの活動内容を褒めあうと共に、グループ内で1番熱心に取り組んでいた人
を選びどんな行動が素晴らしかったのか理由を話し合いました。
今後、就職活動をしていく中でインターンシップや面接など、初対面の人の前で話さなければいけないことが数多くあります。その際に自信をもっ
て話ができるように、グループディスカッションや発表をした経験が役に立つことでしょう。
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